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ベイすること〉が最も重要でその経済性を地質的に支配するものは基礎岩盤の良否と新期堆積物(表
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日本の産業発展の速度とにらみ合せた上で5-..10カ年計画という長期需給計画が立てられており， こ

に従って現在建設中の多あるいは計画中のすべての発電所の発電開始予定期日が厳として決め
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-10-



.... 、岬 なうためにも土木地質技稿者といえども

ことが必要であち出来得る摂ち広しついて

を含む広い地域に

ら始めて嶺次

入るべきでない。更にこのために常に自己の担当区域に

って拾えまらない O この機な広い豊富な地質学的知識を土台として

てられるべきものであると考えている G この擦なこと法地皆殺衛者としてはそ

めてオーソドックスなことであるが，とかく ちから

すべき もある G

(静関大学理学部〕

ネ'"* '"本率索ネ'"'" * '" * * * '" * '" * '" * '" '" * *当主 2事** * * '" * * * * '"事者主** '" * *ネ

* 新繁料発行/ 本

ネ
申
+
申
中
噛
ゆ
曲
中
*

静関県地学会資料J鉱 6

通事電~t

石教材題作製のてび 伊藤通玄。老JII美子太郎

* 岩石教材閣を計画されている学校ではぜひ御利用下さい。県下の既設の岩

; 石教材欝を写真，国版を用いてわかりやすく紹介し 9 併せて岩石教材爵の

; 理想像をえがいた貴重な参考資料です。

; 内 容 1 本県における岩お関作製の状況

*
*
*
*
品
ゆ
・
格
率
*
*
*

2 岩石教材関の望ましい姿について

3 岩石教材菌作製の手11匿と留意点

4 岩在教材闘の具体例

5 岩石教材関の一例(試案〉

静岡市大岩静岡大学地学教室内

静間県地学会〔振替口座東京 41146)

200丹

35円

* 申込先
*
*
・
本

; 頒布価格

*送料

* 
**********傘'"* * *傘** * * * * * * * '" * * * * * * * * * * '" '" * * * * '" * * * 

近 案 内刊

静岡県地学会資料J1'o.7

H 偏光顕微鏡観察のてびき H

9 月発行予定

鮫島 彦著

-11-

にとって反省

曲
中
ゆ
中
・
察
*
*
*
申
中
申
中
骨
帯
曲
帯
*
*
*
*
*
*
・
構
・
4

や
ゆ
中
骨
噌
*
曲
中
ゆ
帯
*
*
・
揖
-
一
品
帯
*
*
*
*
*
*
*


